
【目 的】

足関節テーピングおよび足関節装具は、応急処置や

外傷予防、外傷後の後遺症対策を目的に使用される。

しかしながらテーピングおよび装具にはそれぞれに優

位な特性とそうでない面がある１）（表１）。外傷予防

や外傷後の後遺症対策の観点からスポーツ選手に指導

する場合に意見の分かれるところである。また、先行

研究２－７）においては、運動時間および運動内容を定

め、テーピングまたは装具の制動力を検討した報告は

あるものの、具体的な競技種目にて検討されたものは

少ない。そこで本研究では競技種目をバスケットボー

ルとし、試合形式の運動時における足関節テーピング

および装具の制動力の持続性効果を比較検討した。

【対象と方法】

某大学の体育会系女子バスケットボール選手１２名

（年齢１９．５±０．９歳、身長１６３．１±４．８cm、体重５７．２±

５．５kg、競技歴６．８±２．９年）を対象とした。事前に研

究目的および研究内容を説明し、同意を得たうえで実

施した。

本研究において制動力は、足関節内反方向への一定

負荷（１００N）を加えた時の内反角度の持続性と規定

した。測定には関節角度計と Isoforce GT－３１０（OG

GIKEN社製）を用いた。足関節距骨下部付近に１００N

バスケットボール競技における足関節テーピング及び

装具の制動力の持続性について

加藤茂幸 佐藤三矢

The effects of ankle taping and bracing on joint stability before and after a basketball game

Shigeyuki KATO, Mituya SATO

要 旨

本研究ではバスケットボール競技でのテーピングおよび装具の制動力の持続性効果を比較検討し

た。足関節テーピングでは運動前と運動２０分後の一定負荷量に対する内反角度に有意差が認められ

た（p＜０．０５）が、装具では時間経過における差は認められなかった。テーピングでは初期に主観

的な違和感があり、それは運動時間経過とともに減少した（p＜０．０５）。２０分間のバスケットボー

ル競技では、足関節装具において運動前の制動力が維持されていた。

キーワード：テーピング、装具、バスケットボール

Key words：taping, bracing, basketball

吉備国際大学保健科学部理学療法学科 Department of Physical Therapy, School of Health Science, Kibi International University
〒７１６－８５０８ 岡山県高梁市伊賀町８ 8, Iga-machi, Takahashi-city, Okayama 716-8508, Japan

表１ テーピングと装具の比較

テーピング 装具

使用後 使い捨て 繰り返し使用

制動効果 直後は強固 さまざま

価格 継続すると高価 長期的に有利

フィット感 よい やや劣る

装着 差が出る 差が出ない

パフォーマンスへ
の影響

影響は少ない
瞬発系では影響
は少ない

副作用 皮膚のかぶれ 局所の圧迫

（下條仁士：スポーツ外傷・障害とリハビリテーション、１９９４より）
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（１０．２kgf）の荷重を加えて、足関節を内反させた時の

下腿中央線と第２中足骨のなす角を内反角度とした

（図１）。測定者誤差を最小にするために、角度測定者

及び荷重負荷者は同一とした。また、足関節テーピン

グには非伸縮性素材・幅３８mmのテープを使用し、基

本的なテーピング（アンカー→スターアップ→ホース

シュー→ヒールロック→フィギュアエイト→アン

カー）を行った。足関節装具は市販されている Semi

Rigid Typeを使用した。

全選手は右足関節にテーピング・装具・どちらも無

しの３条件で、１０分間の試合形式の練習を２回、計２０

分間競技を行った。運動前・１０分後・２０分後の各時期

における足関節内反角度と Visual Analogue Scale

（VAS）を調査した（図２）。全対象が３条件を実施し、

被験者内比較とした。VASでは、固定性・安心感・

違和感・パフォーマンスへの影響の４項目ついて調査

を行った。

統計には Repeated measure ANOVAと Post-hoc

testを用いた。統計用ソフトウェア StatView５．０J

（SAS）を使用し、有意水準は危険率５％未満とした。

【結 果】

足関節内反角度の経時的変化を図３に示した。テー

ピング・装具・どちらも無しの３条件においての経時

的変化に有意差が認められた（p＜０．０５）。２０分間の

バスケットボール競技において、どちらも無しに比べ

テーピングおよび装具の足関節内反制動力は維持され

ていた。しかしながら、テーピングでは運動前と後半

試合２０分後の内反角度は有意に増加しており（p＜

０．０５）、運動前に比べ制動力が減少していた。一方、

装具では各時期における差は認められなかった（図

４）。

次に、VASの各項目結果を図５に示した。テーピ

ングの違和感の項目で有意差が認められた（p＜

０．０５）。違和感の経時的変化（図６）では、運動前に

図３ 足関節内反角度の経時的変化（３条件比較）

図１ 足関節内反角度の測定

図４ テーピングと装具の足関節内反角度経時的変化図２ 測定方法
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テーピングと装具に差があり、テーピングは２０分後に

も差が認められ、運動の時間経過とともにテーピング

の違和感が減少した。

【考 察】

足関節テーピングと装具の制動に関する先行研究

は、数多く行われており、それぞれの研究結果が報告

されている。機器を用いて制動力の検討を行った研究

では、長尾ら８）が内反ストレステストを X線撮影し比

較しており、フィギアエイトを施したテーピングが有

効としている。また、西川ら９）は三次元解析を用いて

おり、テーピングおよび装具ともに内反方向への制動

効果が認められたと述べている。佐藤ら１０）は装置を用

いて１５分間の制動力を検討しており、５分間はテーピ

ングの制動力が有意に大きかったと報告した。次に、

今回の研究デザインのような運動時間と運動内容を設

定しテーピング効果の検討を行った先行研究では、

Rarickら２）は１０分間の運動（run，jump，quick start-

stops，pivoting）後、テーピングの制動力は４０％減少

したと報告した。また、Larsenら３）は２０分間のランニ

ング後、テーピング制動力は減少し、効果には限界が

あったと述べている。下条ら４）は１５分間の運動後、

テーピングの効果は減少したと報告している。Alt

ら５）は３０分間の運動（running，jump）後、テーピン

グの制動力は１４％減少したと述べている。また、My-

burghら６）は、６０分間のスカッシュ競技にて検討して

おり、１０分間はテーピング効果が維持され、１時間後

にその効果は減少したと報告した。一方で、Vaesら７）

は、３０分間の運動（running，jump，hopping）後、

テーピング効果は若干減少するものの制動力は残存し

たと述べている。このように各先行研究において、時

間経過とともにテーピングの制動力は減少するという

報告が多くみられたが、それぞれの運動時間や運動内

容、運動強度が異なっている。

Meta-Analysisを行った先行研究１１）では、内がえし

方向及び外がえし方向の制動には装具が有効と述べて

いる。また、和久井ら１２）は２８論文を対象に文献研究を

行っており、１２論文の内、テーピングが有効と結論付

けた論文は２件、装具では５件、どちらも差が認めら

れなかったとした論文が５件であったと報告してい

る。

バスケットボール競技において、足関節捻挫は高頻

度に発生している１３）。リスクファクターとして、捻挫

の既往やシューズの種類、ウォーミングアップの内容

等が挙げられており１４）、予防策を立てる必要がある。

そのひとつとして足関節テーピングや装具があるが、

図５ Visual analogue scale 項目別比較

図６ VASによる違和感の経時的変化（条件別比較）
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サッカーや柔道など競技種目によっては足関節装具の

使用が制限されている。しかし、バスケットボールや

バレーボールなど制限のない種目において、外傷予防

や外傷後の後遺症対策の観点からスポーツ選手が使用

する場合、テーピングと装具の使用状況はさまざまで

ある。本研究では対象の競技種目をバスケットボール

とし、足関節テーピングおよび装具の制動力の持続性

を検討した。その結果、テーピングでは運動前と比べ

１０分後の時期では有意差がなかったものの、２０分後の

一定負荷量に対する制動力に有意差が認められた。こ

れは運動時間と運動内容を設定し検討を行った先行研

究と同様の傾向であった。VASによる調査結果では、

運動前にテーピングによる違和感が認められており、

これは運動の時間経過とともに減少し、同時に制動力

も減少した。これらからテーピングにおいては、初期

制動力及びテープ素材が今後の検討課題として挙げら

れる。バスケットボール競技は１０分（または１２分）の

クウォーター制であり、この間に巻き直す事などもひ

とつの対応策と思われた。また、テープ素材を伸縮性

のあるものにすることによって、初期の違和感減少や

制動力の維持につながる可能性が考えられた。

今回、装具において運動前の制動力が維持されてい

たが、テーピングにおいての有利な面は、「制動力及

び制動方向を自在に調節できる」という点であり、

個々に対応が可能である。しかし、制約条件として、

「テーピングを巻く技術と知識」、「費用」が挙げられ

る。一方、装具では「制動に対する違和感が少ない」、

「着脱が容易」という点で有利である。したがって、

各条件を照らし合わせての対処が求められると考えら

れた。

【ま と め】

・女子バスケットボール競技における足関節テーピン

グと装具の制動力を測定した。

・足関節テーピングおよび装具の内反制動力は、どち

らも無しに比べ維持されていた。

・足関節テーピングは運動前と比べ、２０分後の制動力

は低下していた。装具においては運動前の制動力が

維持されていた。

Abstract

The purpose of this study was to evaluate the ef-

fects of ankle taping and bracing on joint stability be-

fore and after a basketball game. Varus ankle stability

of twelve female collegiate basketball players were de-

termined with a loading of１００N before and after a２０

－ minute basketball game under３different ankle sta-

bilizer conditions（no stabilizer, ankle tape, and ankle

brace）. The result of ankle stability with taping was

significantly decreased by the time course of exercises

（p＜０．０５）. The joint stability under ankle bracing was

maintained in a２０－ minute basketball game.
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